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研究内容 

 

レーザーの発振にはレーザーを連続的に発振する連続発振と断続的に発振するパルス発振の 2 つの方法がある。

皮膚良性色素性疾患領域で使用されているパルス発振レーザーは、さらに通常パルス発振と短パルス発振に分けら

れる。Q スイッチパルス発振はレーザー媒質中で反転分布を十分にためて、一気にレーザーを発振させる方法で、高

いピークパワーを得ることができる。このパルス幅はナノ秒単位である。パルス幅がナノ秒よりも長くなると熱的作用が

強く、それよりも短いと機械的作用が強くなる。皮膚良性色素性疾患治療に使用される短パルス発振（ナノ秒）ルビ

ー、アレキサンドライト、YAG レーザーの生体作用は光機械的作用と光熱的作用の両方である。炎症が顕著で、術

後の合併症も多い。また、異物色素の熱緩和時間はピコ秒単位であるため、ナノ秒発振レーザーでは不十分で、

治療回数が多く、治療に抵抗する患者も多い。2002 年 Ho らは、ピコ秒発振レーザーは色素をより効果的に破壊で

きることをコンピューターシミュレーションにより証明した。2012 年 Brauer らは、人体に対する 900 ピコ秒のアレキサンド

ライトレーザー治療を Arch Dermatol に初めて報告し、超短パルス発振（ピコ秒）が、臨床応用可能であることがわ

かった。 

本邦初のピコ秒発振レーザー開発は、医学用光源の開発が必須であるが、東海大学理学部物理学科の光源

を用いる。この光源は 10 ピコ秒から 2 ナノ秒までパルス幅を可変させることが可能なレーザーであり、今回の開発に必

要な性能を有している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

超短パルス発振（ピコ秒）レーザーと超高速走査型スキャナーを併用することで点状の照射が可能となる。従来の

面状の照射でなく、微細口径のレーザーを多数に照射する方法は、周囲組織からの上皮化がきわめて速く、瘢痕を

残すことなく治療が可能である。 

このピコ秒パルス超高速走査型フラクショナルレーザーを用いることで、クロモファーを破壊するが可能であるかを検

証し、ピコ秒パルス発振における波長別の吸収特性の違い、破壊できるクロモファーの種類、その深度を明らかにす

る。 
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